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■はじめに
看護技術が専門職としてあるためには，看護観の表現
技術として看護技術を捉えること１）（図１を参照）が第
一義である。つまり，看護の専門的な知識や捉え方を基
に現象を見つめ，そこに潜んでいる看護としての成すべ
きことを探り，様々な条件を考慮して行動を起こす，と
いった一連の過程をもつということである。そのため，
基礎看護教育における看護技術教育の目指すべき方向
は，看護観とその表現方法としての技術を常に一体化し
た形で教授することである。そして，４年間の大学教育の
中で初学段階から卒業時までにその内容と質が向上して
いくことを目指すことが求められる。その土台作りにな
る基礎看護学での「看護技術」」の教育では，特にしっ
かりと意識づけを行い，頭づくりを含んだ技の修得方法
を身につけなければならないと考える。
そのような観点から考えた時に，同じ生活行動への援
看護観の育成に関する一考察
－看護学的認識および介護学的認識の形成過程を通して－
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要 旨
看護技術が専門職としてあるためには，看護観の表現技術として看護技術を捉えることが第一義であ
り，特に，その土台作りになる基礎看護技術の教育では，頭づくりを含んだ技の修得方法を身につける
ことをめざさなければならない。その頭づくりの核をなすものが，看護学的認識である「看護観」であ
る。
この看護観の形成をめざした教育を考えるにあたり，まずは，看護の目的の具現化と，看護実践を振
り返る具体的な指標を持つことが必要である。その上で，実際の対象の状況に応じた援助技術になるた
めには，対象と学生との相互作用を介して行われている看護実践の内実が明らかにされなければならな
い。教授過程としては，学生に看護実践そのものから相互作用に焦点を当てた教材化の工夫が不可欠で
あると考える。
Abstract
At first the technical of the nursing must be expression technology accompanied with view to
nursing. Particularly, by the education of the fundamental nursing technology, students must learn
how to acquirement technology accompanied with thinking about nursing. Therefore we must
develop their ability to think about nursing. It is a view of that is recognition of the science of
nursing.
To educate the formation of the view of nursing it is necessary to realize the purpose of the
nursing and have a viewpoint to evaluate nursing practice. In addition, they must learn the care
technology that accepted the nursing practice to the real object. When I do it without a patient and
understanding of the interaction with the student, the care technology is not formed. We must
educate the whole nursing practice that made a process of the interaction with a patient and the
student.
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助技術として教育されている，「看護技術」と「介護技
術」の両方の教育に携わることができた著者自身の経験
を機に，看護観育成上の何らかの示唆を得ることができ
るのではないかと考えた。つまり，「看護技術」と「介
護技術」のそれぞれの教育から，看護学的認識，介護学
的認識の形成過程の特徴を抽出することにより，看護観
の形成に対する教育上の課題と方向性を見出したいと考
えた。それらを視点に，専門職としての技術教育に関し
ての展望を述べたい。
■目 的
今回，看護観の育成をめざした基礎看護教育を考える
にあたり，私自身が行った二つの教育実践報告を概観す
る。その研究はそれぞれ，看護技術教育及び介護技術教
育で学生が得たものを，実践（実習）でどのように具現
化されているかを検証したものである。その二つの研究
から，看護学的認識および介護学的認識の形成過程を示
している内容を検討し，教育上の知見を得る。
■教育実践報告の概要
それぞれの教育実践報告は，以下のように概観でき
る。
基礎看護技術の教育について
まず，看護技術教育については，２００４年に『基礎看護
実習における理論と実践の統合に関する教育』２）とし
て，「日常生活の援助技術」で学生が学んだ知識と技術
が実習という実践でどのように展開されているのかを明
確することを目的にした研究である。
この内容から，実習における学生の看護観と表現技術
への関心の傾向，認識を形成する上での特徴を明らかに
できるのではないかと考える。以下，報告文から抜粋す
る。
（目 的）
基礎看護学において，「日常生活の援助技術」で学
生が学んだ知識と技術が実習という実践でどのように
展開されているのかを明確にしたいと考えた。つま
り，学生が日々の援助を実践するなかで，教科で学ん
だ知識や理論がどのような形で学生の認識上に具体的
に現れてくるのか，学生自身が自覚して理論を活用し
統合するためにどのような教育が必要となるかを検討
する。
（研究方法）
対象：日誌から抽出した日常生活の援助技術の考察部
分
学生が実習日誌で評価，考察をした援助項目
を，日常生活の援助技術に限定して抽出した。
内容：実習日誌（評価，考察）の内容分析
看護過程を展開するにあたって，看護技術の
一つひとつがもつ意味及び根拠を科学的に思考
する力をつける（看護の頭づくり）ために，薄
井坦子の『科学的看護論』を使っている。そこ
で，実習における看護実践に対して，学生がど
のような認識で自分自身の看護を振り返ってい
るのかを，実習日誌の評価，考察に表現されて
（認識） （表現）
＝ ＝
看護とは 看護技術＝
?
?
?
?
生命力の消耗を最小
にするよう生活過程
をととのえる
看護の方向 健康の法則を学
び，よい状態の
条件を知る
妨げるもの発
見する
妨げるものを
取り除く
?
?
?
?
?
?
?
発見する目を養うた
めに看護の視点をも
つ
看護の視点に
そって必要な知
識を整理する
どれだけの技術を身につ
けておけば条件に応じて
使うことができるか
身につけるための訓練
使うための訓練
相対的独立の関係
図１ 看護観と看護技術の連関
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いる内容で分析することにした。その指標とし
て，「科学的看護論」において看護実践の基本
的な柱となる「三重の関心」３）の視点で整理し
た。ここでいう「三重の関心」とは第一の関心
（知的な関心），第二の関心（心のこもった人間
的な関心），第三の関心（実践的・技術的な関
心）である。
（結 果）
①日誌から抽出した日常生活の援助技術
抽出した日常生活の援助技術の項目は，清拭，入
浴介助等の「身体の清潔への援助」が全体の３割を
占め，以下，「良肢位・移動への援助」，「バイタル
サインの測定，観察」，「食事への援助」，「排泄への
援助」，「環境を整えるための援助」，「衣服を用いる
ことへの援助」，「活動と休息への援助」が挙げられ
た。これらは，日常生活の援助技術を網羅してい
る。
②実習日誌（評価，考察）の内容分析
抽出された援助項目に対して，知識や理論の活用
に結びつくどのような体験をしているかを分析する
ために，考察の内容を「三重の関心」すなわち，「知
的な関心」，「人間的な関心」，「技術的な関心」の視
点で洗い出した。その結果を図２に示す。全体的に
みると，「知的な関心」が６８％，「人間的な関心」が
９％，「技術的な関心」が２３％となっている。項目
別の特徴としては，「バイタルサインの測定，観
察」では，より「知的な関心」が高く，「人間的な
関心」，「技術的な関心」はあまり表現されていな
い。「良肢位・移動への援助」，「排泄への援助」及
び「食事への援助」では，「技術的な関心」がやや
高い。また「食事への援助」では「人間的な関心」
が他の項目より高くなっている。
（要 約）
①「知的な関心」について
さらに詳しい内容を表１から見てみると，「健康
の段階」及び「生活過程の特徴」が最も多く，健康
障害の特徴が患者に及ぼす影響（表１では，「健康
障害の種類」の内容となる）や発達段階の特徴など
から，患者の全体像のイメージを広げる内容は全体
の数％と少ない。
②「人間的な関心」について
前述の結果から「人間的な関心」は，実習日誌の
中で考察に上ることが少なく，全体の１割に満たな
い。さらに内容も，患者のそのときの言動のみから
患者の気持ちを推測しており，学生自身の断定でと
どまっている。患者の思いを確認する手がかりを探
そうという認識になり得ないことが，「予測する手
□ 知的関心
■ 人間的関心
■ 技術的関心
表１ 「三重の関心」別分類（詳細）
１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 計 割合（％）
?
?
?
?
発達段階 １ ４ １ ２ ３ １１ １．７
健康障害の種類 ２ １６ ９ ９ ２ ３８ ５．８
健康の段階 ４ ２０ ２４ ２６ ２９ １０３ １５．７
生活過程の特徴 ６ ２４ ２３ ２７ ２１ １０１ １５．４
援助の意味 ２ ２１ １９ ２０ ２９ ９１ １３．８
その他 ４ ２５ １７ ３０ ２３ ９９ １５．１
計 １９ １１０ ９３ １１４ １０７ ４４３
?
?
?
?
?
患者の頭の中を思い描く １ １０ １１ １５ １４ ５１ ７．８
予測する手がかりをふやす ４ ２ １ ２ ９ １．４
計 １ １４ １３ １６ １６ ６０
?
?
?
?
?
対立を探る ２ ９ １３ １７ ６ ４７ ７．２
のぞまれる患者像 ４ １９ ２２ １７ １５ ７７ １１．７
その他 １ ５ ９ ４ １１ ３０ ４．６
計 ７ ３３ ４４ ３８ ３２ １５４
技術的関心
２３％
人間的関心
９％
知的関心
６８％
図２ 「三重の関心」別分類
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がかりをふやす」件数が全体の１％と少ないことか
らも分かる。
③「技術的な関心」について
「技術的な関心」は全体の２．５割程度である。「人
間的な関心」の１割弱からすればやや学生の関心は
高いが，具体的な内容に特徴がある。実践的な面へ
の学生の特徴は，②の結果で見た，患者への人間的
な関心が低いことにより，「対立を探る」側面も「の
ぞまれる患者像」も学生の立場からの認識にとど
まっている。
介護技術教育について
看護技術教育については，２００６年に『介護福祉（学）
的な認識の形成をめざした介護技術教育の試み（第２
報）』４）として，介護福祉的認識の形成をめざした介護技
術教育の妥当性を確認することを目的にした研究を行っ
た。以下にその概要を示すが，これは，図１で考える
と，学生が実践した介護技術において，「妨げるものを
取り除く」ことができたかを技術の基本的構成要素に
沿って検討したものであると言える。その内容を学生の
介護学的認識の形成として見ていこう。以下，実践報告
の発表内容から抜粋する。
（目 的）
介護技術教育において，介護技術は介護福祉に対す
る考え方を具現化したものとして授業を組み立ててい
る。第１報で，介護福祉的な認識を基に行動の意味を
問うという介護姿勢を学生の中に確認することができ
た。第２報では，介護福祉的な認識が介護実習におけ
る直接的体験の評価においてどのように機能している
かの分析を通して，介護福祉的認識の形成をめざした
介護技術教育の妥当性を確認する。
（研究方法）
対象：実習記録「実習日誌」の評価内容
内容：直接的体験に対する評価部分を抽出する。
介護実習における直接的体験を介護の視点を
もって評価しているかを分析する。ここでいう
介護の視点とは「自立を拡大する」「快適を高
める」「安全を守る」をさす。
（結 果）
①実習日誌から抽出した日常生活の援助技術
学生が実際に援助した内容（直接的体験）に対す
る評価の部分から抽出した，援助項目は，最も多い
援助項目が食事への介護となっており５割以上を占
めている。以下，「活動」「清潔」「排泄」と続く。
②実習日誌（評価部分）の内容分析
介護の視点で評価している内容（複数の視点を含
むもの有り）を抽出し，視点別の割合を図３に示
す。「自立を拡大する」の側面から評価しているも
のは４６％，「快適を高める」は３９％，「安全を守る」
は１５％であった。
介護技術を構成する３つの柱，つまり介護の視点
から振り返りができていた中で，「自立を拡大す
る」の側面がおよそ５割を占めることから，この側
面が学生の介護に対する認識（介護観）において優
先的かつ重要なものとして位置づけられている。
「自立を拡大する」は，介護福祉的な認識の核とな
る概念である。
（要 約）
①「自立を拡大する」について
学生の介護学的認識を端的に表しているものが，
「自立を拡大する」の項目になる。
詳しく内容を表２で見てみると，「自立を拡大す
る」の内容では，機能的な側面を評価しているもの
が３割，対象の意思に関するものが３割弱となって
おり，身体面・精神面の両面から考えられている。
その他，「意欲」「環境を整える」等の評価も挙げら
れており，「自立を拡大する」ための表象レベルで
の内容の広がりがみられる。
②「快適を高める」について
「快適を高める」では，身体面の快適だけではな
く，精神的な側面が半数強となっており，対象の思
いや気持ちを尊重するという認識を強く持っている
と考えられる。また，快適な生活になるための環境
や対象の思いを表出するような働きかけに言及した
意見が挙げられている。
③「安全を守る」について
「安全を守る」では，「転倒予防」「異常の早期発
見」「事故を防ぐ」「観察」など，予測される健康及
び生活上の危険を予防する，といった表現が多く
なっている。このことから，生活の活性化をめざす
積極的な働きかけに発展していく素地が伺える。
□ 自立を拡大する
■ 快適を高める
■ 安全を守る
安全を守る
１５％ 自立を拡大する
４６％
快適を高める
３９％
図３ 「介護の視点（３本柱）」別分類
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■今後の展望
基礎看護技術の教育についてみたものは，図１におい
て述べられている「看護観」とその「表現技術」の連関
に対して，その不十分な部分やバランスが取れていない
ことが見て取れる。それは，看護一般に対する視点の偏
りや知識の不十分さである。たとえば，学生は，「健康
の段階」と「生活過程の特徴」に対して主に視点をあて
ており，その時の目の前の患者が身体的にどのような状
態にあるのか，その人の入院生活はどうなのかといった
事実には関心が高い。しかし，健康障害そのものの生活
と結びつけた理解や発達段階の特徴などから，患者の全
体像のイメージを広げるところまでには至っていない。
また，実践的な面への学生の特徴は，その特徴のまま，
患者への看護上の問題として対立を探り，「のぞまれる
患者像」も学生の立場からの認識にとどまっている。そ
れは，患者への「人間的な関心」が不十分なうえに，患
者のそのときの言動のみから患者の気持ちを推測してお
り，学生自身の断定でとどまってしまい，その前後の状
況を考慮することなく，その人の気持ちを理解したつも
りになってしまうためである。そのため，患者の思いを
確認する手がかりを探そうという認識になり得ないこと
につながっている。つまり，学生が捉えた目標と，患者
から見た問題の対立と患者の真の目標との確認ができて
いないことが見てとれるのである。患者の気持ちという
情報を意識的に読み取り確認して関係を発展させること
が，学生に意識づけられていないということである。こ
のことから，健康障害に対する生活過程との関連による
理解の不十分さや，学生と患者との相互関係における理
解の不十分さが浮き彫りになっている。これらへの強化
や教育方法への工夫を早急に考えていかなければならな
い。
次に，介護技術教育についてみたものは，学生の介護
実践の評価に対する視点を見たものである。そこから
は，図１において述べられている「表現技術」に対し
て，学生の認識に焦点を当てた検討内容になっている。
そこでは，介護の目的の核である「自立を拡大する」と
いう概念が，「介護観」として現れることになる。たと
えば，「自立を拡大する」として学生が挙げた，‘身体
自立を拡大する
内容 件数 割合
利用者の（摂食）機能に合わせ
た援助の必要性
１７
３３％
利用者の摂食機能に合わせた援助 １
手を出しすぎない １
非言語的意思表示を捉える ７
３０％
独自の表現方法を捉える １
意思の確認 ６
意思の尊重 ２
意思表示を促す １
利用者の意思・希望 １
その人らしさの尊重 １
意欲を引き出す ４
けじめをつける ３
安定した姿勢 ２
ペースを大切にする ２
食べなくなった理由を考える １
動機づけ（食欲を高める） １
利用者の生きてきた世界の共有 １
利用者の機能を考えた環境を整
える
１
訴えの理由を考える １
生きがいをもつ １
自分でできる喜び １
はげます １
計 ５７
快適を高める
内容 件数 割合
利用者の気持ち ４
５５％
気持ちの予測 ３
良い表情 １
笑顔 ２
不快な思いをさせない ６
不安の解消 ４
思いに寄り添う ２
楽しむ ３
安心して食べる ２
利用者のペースに合わせる、タ
イミングを図る
５
本人の好み ３
安楽な姿勢 ２
疲労感 １
快や不快の訴え １
利用者の受けとめ １
親近感のもてる距離 １
利用者の理解を深める １
食事の雰囲気作り（環境） １
プライバシーを守る １
非言語的コミュニケーションの
活用（意思を伝える）
１
飲み込みやすい工夫 １
気持ちよい入浴 １
独自の表現方法を捉える １
遠慮への配慮 １
計 ４９
安全を守る
内容 件数 割合
身体への負担 ３
転倒予防 ２
観察 １
病気の早期発見 １
体調の確認 １
体調に合わせた援助 １
苦痛な表情の読みとり １
皮膚への刺激を与えない １
覚醒の確認 １
脱水に気を付ける １
安定した姿勢の確保 １
誤嚥防止 １
保温（室温の調整） １
食事療法を意図した働きかけ １
気持ちの余裕が事故を防ぐ １
声かけ １
計 １９
表２ 介護の視点別分類（詳細）
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面・精神面の両面からの自立’‘意欲，環境を整える’
は表象レベルでの内容の広がりがみられるが，対象者自
身の認識を確認する内容は表現されておらず，その行動
化への意識を読み取ることができない。また，対象の思
いや気持ちを尊重するという認識，快適な生活になるた
めの環境や対象の思いを表出するような働きかけ，生活
の活性化をめざす積極的な働きかけ等が挙げられている
が，やはり，対象との相互関係からつき合わせを行うこ
とが含まれてこない。これらのことからも，介護実践に
おける学生と対象の相互作用に対する理解が課題である
と言える。
看護技術教育が専門職としてあるためには，看護観の
表現技術として看護技術を捉えることが第一義であり，
特に，その土台作りになる基礎看護技術の教育では，頭
づくりを含んだ技の修得方法を身につけることをめざさ
なければならない。その核をなすものが，看護学的認識
である「看護観」である。しかし，その育成の度合を評
価することは難しく，かつ，初学の段階から高学年，卒
業時から専門職者としてといった段階での到達目標や内
容を示すことも難しい。それは，実体として捉えること
のできない認識への働きかけであり，認識を測る評価方
法の困難さにある。そのため，一般には，学生の表現し
たもの（記録用紙，面接等）の内容分析やアンケートに
よる意識調査などが用いられることになる。しかし，看
護実践そのものから学生の認識の発展を拾い上げ評価す
る方法は，未だ確立されていない。
そこで，前述の教育実践では，「三重の関心」や「介
護の視点」で学生の実践記録を見てきたのである。「三
重の関心」は，看護としての行動には方法としてこの３
つの側面が必要である，という観点に立ったものであ
る。第１の関心（知的な関心）は，生活現象の意味をつ
かむための知識と注意，つまり日常生活を支えるための
目のつけどころであり，看護の専門常識の骨組みとなる
側面である。第２の関心（人間的な関心）は，自分を患
者の位置において相手の立場に立って現象の意味を捉え
る側面である。第３の関心（技術的な関心）は，第１と
第２の関心を注ぐことによって，自分がどうかかわるこ
とがその人の生きることを支えることになるのか，その
手はずを捉える側面である。そして，その三重の関心を
注ぐことによって，看護者としてなすべき方向が見えて
くる。これらの側面から学生の看護現象をみるというこ
とは，看護者として何を捉え，どのような方向で看護を
しようとしているのかを捉えていることになる。
また，「介護の視点」は，すべての介護技術に含まれ
る目的を示したもので，自分自身の行為が介護になった
かどうかを判断する基準として，「自立を拡大する」「快
適を高める」「安全を守る」が満たされているか否かで
見ている。つまり，これらの側面から学生の介護現象を
みるということは，学生自身の行った介護実践の評価の
方向性をみていると考えられる。
それぞれに，「知的な関心」では看護者として「～ね
ばならない」の思いを，「自立を拡大する」では介護の
目的として「～ねばならない」の思いを学生は強く抱い
ていると言える。そのように考えた時に，「看護とは」
「介護とは」に学生の意識が注がれていることがわか
る。しかし，これらの意図が，実際の対象の状況に応じ
た援助技術になるためには，対象と学生との相互作用を
介して行われている看護実践の内実が明らかにされなけ
れば，評価し得ない。そこのことから，学生には自己の
看護実践を振り返る時に，人間的な関心を具体的にイ
メージできるような働きかけを行い，教授過程として
は，学生に看護実践そのものから相互作用に焦点を当て
た教材化の工夫が不可欠であると考える。
■おわりに
専門職としての技術教育において，まずは，看護学生
は看護の目的である「生命力を消耗させているもの」へ
のアンテナを張り，介護学生は「自立を妨げているも
の」へのアンテナを張る，そのようなスタンスをもって
いること，また，その基本的姿勢をもつように教育する
ことが土台になると考えられる。その内容と質を高め，
かつそれらを評価していくために，学生，教員の双方で
これらの指標を活用し，看護実践における相互作用を明
らかにできるような教育実践体験を増やし，学的認識の
形成及び達成度の評価の確立をめざしたい。
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